
 
 

 

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 令

和

三

年

五

月

二

十

五
日 

参

議

院

環

境

委

員

会 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
水
力
、
自
然
界
に
存
す
る
熱
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
や
地
域
環
境
の
整
備
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
を

い
か
し
た
事
業
の
展
開
及
び
そ
の
利
益
の
地
域
の
経
済
活
動
へ
の
還
元
等
に
配
慮
し
つ
つ
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

二
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
科
学
的
知
見
の
充
実
に
努
め
つ
つ
、
地
球
温
暖
化
の
予
防
的
な
取
組
方
法
の

考
え
方
に
基
づ
き
早
期
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
域
住
民
そ
の
他
の
多
様
な
主
体
の
参
加
と
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、

透
明
性
を
確
保
し
な
が
ら
行
う
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
将
来
の
国
民
の
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
迅
速
か
つ
適
切
に
行
う

ほ
か
、
我
が
国
に
蓄
積
さ
れ
た
知
識
、
技
術
、
経
験
等
を
い
か
す
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
占
め
る
地
位



に
応
じ
て
、
国
際
的
協
調
の
下
に
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。 

 

三
、
国
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
等
の
施
策
の
推
進
に
当
た
り
、
国
民
の
意
見
を
国
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

情
報
の
提
供
及
び
幅
広
い
世
代
や
分
野
か
ら
の
意
見
聴
取
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方
公

共
団
体
に
対
し
、
住
民
の
意
見
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
情
報
の
提
供
や
意
見
聴
取
等
に
努
め
る
よ
う
促
す
と
と
も
に
、

事
業
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
事
業
者
が
講
じ
た
措
置
等
に
つ
い
て
の
情
報
の
公
開
に
努
め
る
よ
う
協
力
を
求
め
る
こ
と
。 

 

 

四
、
国
は
、
そ
の
設
置
す
る
施
設
に
つ
い
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
改
修
を
計
画
的
に
実
施
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
合
理
化
の
促
進
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
等
を
図
る
こ
と
。
効
率
的
な
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て

の
適
正
な
森
林
対
策
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
を
関
係
省
庁
の
連
携
の
下
、
推
進
す
る
こ
と
。 

 

五
、
市
町
村
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）
の
策
定
及
び
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
の
認
定
に
当
た
っ

て
は
、
市
町
村
に
過
重
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
必
要
な
情
報
提
供
、
助
言
及
び
専
門
家
の
派
遣
そ
の
他
の
援
助
に
よ
る
、



き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 

六
、
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
そ
の
他
利
害
関
係
者
の
意
見
が
十
分
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
共
団

体
実
行
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
地
域
に
お
け
る
公
聴
会
の
開
催
等
が
、
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
協
議
会
の

構
成
員
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
当
該
区
域
の
住
民
及
び
専
門
家
等
の
参
画
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
地
方
公
共
団
体
に
対
し
促
す

こ
と
。
さ
ら
に
、
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
に
関
す
る
地
域
の
設
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
、
環
境
の
保
全
等
の
た
め
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

七
、
促
進
区
域
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
自
然
公
園
や
鳥
獣
保
護
区
等
の
保
護
地
域
及
び
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動

植
物
種
の
生
育
・
生
息
地
等
の
保
護
地
域
へ
の
環
境
保
全
上
の
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。
特
に
、

大
規
模
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
誘
致
す
る
促
進
区
域
の
設
定
を
行
う
場
合
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類

ご
と
の
特
性
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
原
則
と
し
て
こ
れ
ら
の
地
域
が
回
避
さ
れ
る
よ
う
な
基
準
を
設
け
る
こ
と
。 

 



八
、
都
道
府
県
が
促
進
区
域
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
場
合
に
は
、
認
定
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
に
基
づ
く
施
設
整
備

に
つ
い
て
環
境
影
響
評
価
法
の
計
画
段
階
配
慮
書
の
手
続
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
環
境
へ
の
影
響
が
回
避
さ
れ

る
よ
う
適
切
な
助
言
等
を
行
う
と
と
も
に
、
広
く
住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
促
す
こ
と
。 

 

九
、
市
町
村
が
促
進
区
域
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
環
境
省
に
よ
る
風
力
発
電
に
お
け
る
鳥
類
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
マ
ッ

プ
等
を
活
用
し
脆
弱
な
自
然
環
境
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
及
び
土
砂
の
崩
壊
等
の
発
生
を
防
止
し
、
水
源
か
ん
養
の
機
能
を

有
す
る
保
安
林
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
住
民
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
検
討
を
す
る
こ
と
を
市
町
村
に
対
し
促
す
こ

と
。 

 

十
、
地
域
脱
炭
素
化
促
進
施
設
が
発
電
施
設
と
し
て
の
用
途
を
終
了
し
た
際
に
は
、
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
の
認
定
の

取
消
し
や
事
業
者
の
倒
産
の
場
合
も
含
め
、
設
備
の
撤
去
及
び
撤
去
後
の
自
然
環
境
の
復
元
等
に
つ
い
て
適
切
な
取
扱
い
が

な
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
。 

 



十
一
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
算
定
・
報
告
・
公
表
制
度
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
削
減
取
組
の
促
進
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
金
融
の
観
点

か
ら
、
報
告
事
項
の
在
り
方
等
を
含
め
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
制
度
の
在
り
方
の
検
討
を
引
き
続
き
進
め
る
こ
と
。 

 

十
二
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
に
起
因
す
る
影
響
が
危
機
的
な
水
準
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削

減
等
の
た
め
の
施
策
の
在
り
方
、
パ
リ
協
定
に
対
応
し
た
法
体
系
そ
の
他
の
気
候
変
動
に
関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
法
制
の
整
備
そ
の
他
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

十
三
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
関
す
る
二
〇
三
〇
年
度
及
び
二
〇
五
〇
年
目
標
を
達
成
す
る
た
め
省
庁
横
断
の
実
効
性
の
あ
る

統
合
的
な
施
策
の
推
進
体
制
や
客
観
的
評
価
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

十
四
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
国
際
的
に
も
生
物
多
様
性
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

本
法
に
基
づ
く
施
策
も
含
め
、
地
域
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
よ
り
地
域
の
自
然
環
境
及
び
生
物
多
様
性
の

価
値
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
こ
と
。 



 
十
五
、
た
め
池
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
水
の
安
定
的
な
供
給
、
災
害
発
生
の
防
止
に
加

え
て
、
た
め
池
の
有
す
る
生
物
多
様
性
の
保
全
を
始
め
と
す
る
多
面
的
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
と
し

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。 

 

十
六
、
農
地
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
に
当
た
っ
て
は
、
設
置
要
件
の
緩
和
に
よ
り
荒
廃
農
地
を
活
用
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
食
の
安
全
保
障
の
確
保
に
加
え
て
、
一
般
企
業
や
外
国
資
本
の
参
入
な
ど
に
よ
り
農
地
本
来
の
役
割
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


